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伺
定
資
産
税
第
一
期
分
の
納
期
は

4
月

ω日
で
す
。

忘
れ
な
い
よ
う
納
め
て
く
打
さ
い
。

施

場

実

第

一
回

4
月
初
日

第|施

回IWJ

実言|
中市鈴
央 |回

公役 |出
民|張

舘所 i所

回
大
村
池
岡

敬
老
院

市
立
病
院

竹
俗
間
張
所

5
月
U
日

野
岳

• 
玖
島
は
素
晴
ゐし
い

下
村
園
立
公
園
審
議
委
員
長
ら
来
大

讃
し
た
。

(
経
済
課
〉

計
量
記
念
懸
賞

論
文
を
募
栄

並
紋

備
考
接
種
時
間
は
午
後

一
時
か

ら
午
後
一一一

時
ま
で
最
寄
り
の

場
所
マ
接
組
し
て

く
だ
さ
い
。

萱
瀬
地
区
は
二
回

一一一
回
は
同
張
所
の

み
で
究
施
し
ま

ナ。

佳

作

五

名

ム
発
表
・:
昭
和
一一一十

一

年

六
月
七
日
計
量
記
念
日

(
雑
誌
「
計
量
管
理
」

に
発
表
J

A
審
査
:
計
最
記
念
日
一事

業
委
員
会
で
審
査
す
る

ハ
経
済
制部〉

連
合
婦
人
会
の

正
副
会
長
決
る

大
村
市
連
合
婦
人
会
で
は

乙
の
ほ
き
役
員
改
選
。
結

果
疋
副
公
民
主
次

の
と
お

り
決
定
し
た
。
(
社
会
政
汀
課
ザ

ム
会
長
大
村
芳
子
《
再
)

ム
副
会
民
谷
川
小
夜
ハ
再

d

A
野
川
吋古
川
チ
ハ
新
ゾ
井

石
ト
キ

(新
J

憲
法
記
念
雄
弁
犬
曾

5
月
3
日
ド
央
公
民
館
で

開
催
、
多
数
御
来
掠
く
だ

さ
い
。

へ
教
問
零
員
会
J

大村ポート

4 月

21・22・23・2-:1:

月

2. 3. 4， 5 

5 

敬
老
院
慰
問
金
訂
正

木
紙
三
月
十
日
号
に
掲
載

の
敬
老
院
慰
問
者
御
芳
名

の
中
で
「
一
二

O
、

二

一、

二
六
、
水
間
住
宅
二
区
楠

問
初
男
氏
五

0
0円
三
わ

る
の
は
五、

C
O
O円
」

の
誤
わ
で
あ
り
ま
す

の
で

訂
正
致
し
ま
す
。

ハ
縞
祉
事
務
所
J
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問

そ
の
他
↑
市
政
だ
よ
り
L

に
封
す
る
御
意
見
、
御
要
望
な
ど
御
記
入
く
だ
さ
い
。

， ..， 
q 

ニ
、
新
聞
、
ラ
ヂ
オ
に
つ
い
て

1
問
あ
な
た
の
家
て
は
何
新
聞
を
臨
ん
で
い
ま
す
か
。

答

1
県
外
紙
ヘ
朝
日
、
毎
日
、
西
日
半
新
聞
)
部

2
そ
の
他
新
聞
、
雑
誌
な
ど

部

2
問
新
聞
は
ど
の
面
を
よ
く
読
み
ま
す
か
む

答

1
政
治
山

2
経
済
、
産
業
面

8
枇
会
副

4
一一致
庭
、
婦
人
欄

3
問
ラ
シ
オ
は
お
宅
に
あ
り
ま
す
か
む

答

1

あ
る

2
注
い

4
問

あ

な
た
は
ラ
ジ
オ
の
N
H
K
と
民
間
放
送
と
、
ど
ち
ら
を
よ
く
き
き
ま
す
か
。

答

1
N
H
K
第

一
放
迭

2
N
H
K
第
二
政
治

3
民
間
放
怠

(
ラ
ジ
オ
長
崎
、

そ
の
他
)

5

開

放

送

番
組
の
う
ち
ど
れ
を
よ
く
さ
き
ま
す
か
。

答

1
-
-
ュ
l

ス

2
教
養
椋
組

3
娯
柴
帯
組

4
家
庭
、
婦
人
番
組

5
ス
ポ
ー
ツ

=

一

.

市

役

所

に

つ

い

て

1
問
あ
な
た
は
市
役
所
ハ
出
張
所
ぱ
に
月
何
回
位
、
何
説

ハ
室
、
所
v

に
よ
く
出
か
け
ま
す
か
。

答〕い
1
た
し

2

一
回

3
二
回

4
一一一
回

5
四
国

6
五
回

7
六
回
以
上

同

1
庶
務
課

2
財
務
総

3
枚
入
役
室

4
税
務
諒

6
保
険
衛
生
掛

6
経
済
課

7
建
設
謀

8
稿
祉
事
務
所

9
市
民
課

川

水

道

課

口

事

業

課

四

議

会

事

務

局

時

選
挙
管
理
署
員
会

リ
比
佐
川
査
事
務

局

路

敬

育

議

員

会

時

間
張
所

2
問
あ
な
た
は
市
役
所
の
窓
口
事
務
に
つ
い

τど
う
思
い
ま
す
か
。

答

1
親
切
で
あ
る

2
大
体
親
切
で
あ
る

3
不
親
切
で
あ
る

3
問
市
役
所
の
電
話
の
廠
待
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
Q

答

1
親
切
で
あ
る

-2
大
体
親
切
で
あ
る

3
不
親
切
で
あ
る

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
区
名
〈
町
、
部
落
名
》

町
ハ
番
地
は
い
わ
ま
せ
ん
J
V

職
業

ハ
男
女
別
V

男

女

年

令

才

ハ
書
き
能
っ
た
ら
、
乙
の
調
査
撲
を
切
り
取
っ
て
、
班
主
さ
ん
を
通
じ
わ
た
た
の
地
区

の
町
総
代
の
と
こ
ろ
に
五
月
二
日

ま
で
持
委
し
て
く
.
に
さ
い
〉

り

:
:
:
:
:
:

線一仰

E
・E
・-EEMEZE---EE--====EE-
-==-E
E-
-E
z
m
一そ
の
た
め
関
係
の
方
々
が

一市
商
工
会
議
所
あ
た
り
か

而

'

&

戸

「応
募
規
定
)
山
そ
の
改
善
に
努
力
さ
れ
て

一ら
国
鉄
当
局
医
強
く
要
望

一

而

/

j

@

原
稿
H

四
百
字
哨
前
後

山
一い
る
L
」
き
き
ま
す
が
そ
れ
一し
て
い
た
行
け
ば
、

で
き

一

而

/

に

勾

@
先
先
日
市
役
所
司
巨
誌
宛
川
は
当
然

D
Z
と
で
す
。
そ
そ
、
よ
も
の
と
思
い
ま
す
一

石

Z

P

¥

@

紙

上

匿

名

は

患

で

す

が

川

の
?
に
関
し
て
挙
当
わ
が
、
い
か
が
で
し
ょ
ろ
か
一

而

ー

/V

¥
住
所、

氏
名
、
雲

、
職

川
一去
最
も
痛
感
す
る
三
と
よ
る
l
く
お
願
い
し
ま
す
一

而

a
g
y吋
ハ
J

諜
明
記
な
き
場
合
は
採
用
山
一
の
一
つ
け
、
長
崎
発
大
付

一

(

熱
望
生
)
一

行
市

da組
閣
溜
猷
ぺ

-K¥
し
ま

せ

ん

川

一ま
で

の
向
車

や

パ

ス

の

最

一

ト

日

E
4厳
錨
R
ド
H
@投
稿
H
H
大
村
市
民
に
限
る
川
絡
が
余
わ
に
早
い
こ
E
C

ゼ
一
〔
お
答

え
〕

一

誠
一円
==SES--==E・E・-=zE・E・-ZE--E・E・--==
E・
E
・-z
z
h
一す
。
す
な
わ
も
汽
山
中
は
長
当
市
は
元
杭
空
・
版
勤
務
員
一

回一

H

L

一
崎
発
一
九
時
一
五
分
大
村

並

び

に
学
校
職
員
、

引
揚一

'
一

諌

早

ま

で

の

列

車

を

一

ま

で

の

が

恩

義

ぐ
る

後

者
等
の
市
外
通
勤
者
を
多
一

札

一

大

村

ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い

一
臼
同
刊
誌
諸
珠
山
一
説
…
M
M
w
凶
器
付

制
一大
村
、
長
崎
閣
の
汽
車
や
一
て
は
大
村
市
内
発
展
K
も
一
ス
は
長
崎
後
二
O
時
の
松
専
用
列
車
も
必
要
で
あ
わ

町
一パ
ス
の
連
絡
が
よ
り
れ
ば
一
重
大
友
関
係
の
あ
る
こ
三
原
行
が
最
仙
粋
で
あ
る
。
と

且
つ
、
ま
た
一
般
も
要
望

定
一よ
い
催
、
大
村
市
民
の
う
一
け
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
セ

一
三
ろ
か
一

二

時
二
五
分
長
-
す
る
主
こ
る
で
あ
り
ま
す

予
一
け
る
便
利
は
大

て

ひ

い

一ん

。

一

崎

発

諌

早

行

の
汽
串
が
あ

一の
で
、
早
速
国
鉄
当
局
K

-
1
1
11
1
1
I
ll
-
る
の
で
す
。
三
れ
を
大
村
一
実
現
方
を
陳
情
し
て
お
り

心
と

L
、
現
在
の
誘
導
一
ま
た
は
竹
松
か
松
原
ま
で

一ま
す
が
、
列
車
の
利
用
率

路
よ
わ
海
岸
寄
O
K
長
一
艇
長
し
て
も
ら
え
ば
き
ん
一
が
問
題
点
E
E

思
わ
れ
ま
す

き
千
二
百
米
、
巾
百
立

一在
に
便
利
か
と
思
い
ま
す
一
し
か
し
、
在
お
今
後
も
で

す
米
程
度
と
な

る
模
磁
一素
人
目
K
は
こ
れ
位
の
三

-き
る
だ
け
努
力
し
た
い
主

で
あ
る
。
ハ
経
済
課
)
ア
乙
で
あ
れ
ば
市
当
局
か
、

一思
い
ま
す
。
へ
経
済
謙
ゾ

2
県
内
紙
ハ
長
目
、

民
友
、
九
州
時
事
新
聞
〉

(川
註
答
の
設
当
つ
伺
つ
算
用
数
字
じ
パ
印
を
つ
付
て
く
光
さ
い
。
(
記
入
そ
喚
す

ろ
場
合
は
御
記
入
く
だ
さ
い
v

-、「
大
村
市
政
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
F

以
干

「
市
政
だ
ζ

り
」

k
い
い
ま
す
)

1
聞
大
村
市
で
司
「
市
政
記
よ
り
」
を
毎
月
一
日
、
十
回
、
二
十
日

の一一
一同
発
行
ーし
て
い
ま
す
が
、
お
宅
に

屑
く
の
は
い

つ

も
制
・日
頃
fr

す
か
。

答
1

一
開
発
行
の
場
合

-
臼

4
2
日

8
日

4
日

5

H

6
日

7
目
、

ハ
父
は
そ
れ
以
後
υ

十
円
発
行
の
場
合

川
H

M

日

m

u

M

M
日

比

H
H

同

日

市

日

ハ
叉
は
そ
れ
以
後
〉

二
十
日
党
行
の
場
合

加

日

目

日

幻

日

匁

日

弘

M

m

u

崎
印
刷

日

ハ
叉
は
そ
れ
以
後
}

2
問

あ

左

右入
は
「
市
政

.Kよ
り
」
を

rの
桜
庭
お
続
み

ι在
っ

て
い
ま
す
か
。

答

1
毎
号
必
や

読
む

2
毎
号
よ
く
読
む

3
時
々
読
U

4
読
ま
た
い

3
問
あ
な
た
に
と
っ
て

「
市
政
花
上
り

一
一は役
に
立
っ
て
い
ま
す
か
。

答

1
大
い
陀
役
江

つ

2
時
々
役
に
立
つ

3
役
巴
立
た
な
い

4ω
問
あ
な
た
方
に
必
要
な
市
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
事
項
」
は
全
部

「
市
政
だ
よ
り
」
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
の

宮
ま
で
よ
い
で
す
か
。

答

1
今
の
ま
L
で
よ
い

2
ほ
か
の
方
法
で
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い

3
ほ
か
の
方
訟
が
よ
い

ω問
ほ

か

の
方
法
で
お
知
ら
せ
す
広
場
台
は
ど
つ
よ
う
な
方
法
が
よ
い
で
す
か
。

答

1
掲
示
板
で
知
ら
せ
る

2
宣
停
車
を
利
用
す
る

3
ラ
ジ
オ
を
利
用
す
る

4
新
聞
を
利
用
す

る

5
そ
内J
他
の
方
訟
い
門

制
問
あ
な
た
は
市
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
事
項

」
を
何
て
知
る
己
と
が
多
い
で
す
か
。

答

1
市
政
だ
よ
り

2
ラ
ヂ
オ

3
新
聞

4
知
人
在
ぎ
か
ら
開
く

5
そ
の
他

ω関
市
政
だ
よ
り
の
記
事
は
ど
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

答

1
今
の
よ
う
在
記
事
で
よ
い

2
ほ
か

に
次
の
よ
う
た
配
事
を
載
せ
て
ほ
し
い

斗

U
 

3
次
の
よ
う
な
も
む
は
戟
せ
た
い
で
も
よ
い

斗

司

6
岡
市
政
だ
よ
り
の
文
章
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

答

1
受
章
h
F

字
が
む
イ
か
し
い

2
今
の
ま
L
で
よ
い

3
あ
ま
り
や
さ
し
い切
:
:
:
:
:
:
り

ど
乙
ノ
¥
意
見
要
望
を

一
絞
れ
れ
恥
訪
問

}

一来
大

の
運
輸
省
航
空
局
飛

市

政

に

よ

り

な

ざ

の

世

論

調

査

す

場

課

庭

内
石
岡
勝
男
氏
は

示

前

号

ぷ

で

お

知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
「
大
村
市
政
記
よ
り

こ

犬
野
県
観
光
課
長
、
高
田

M
ぺ
…
付
昭
和
二
す
六
年
十
二
月
二
十
五
回
第

一
号
を
脅
刈
以
来
前
紙
で
百
一
経
済
課
長
外
関
係
者
と
共

一一武
…

号
を
1
ね
る
に
五
り
ま

L
K
。
従
来
毎
月
一
同
発
行
し
て
い
た
も
の
一

ι
同
月
十
一
日
午
後
一
時

一

口
ヴ
一
を
昭
和
苧一
十
九
年
六
月
か
ら
毎
月
三
回
発
行
l
、
市
民
へ

の
周
h

刑
事
一
か
ら
、
大
村

へ
百リ
ポ
ー
ト

一

。
一
項
付
す
べ
て
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

て

い

ま

す

。

五

中
心
と
す
る
予
定
地
を

ゆ
一
今
回
三
村
市
政
記
よ
り
」
百
号
発
列
を
記
念
致

1
ま
し
て
、
市
が
一
三
時
間
に
亘
っ
て
、
詳
細

引

一

行

っ

て

い
る
広
報
の
一
般
市
民
に
対
す
る
浸
透
境
、
市
政
立
;
一

に
滑
走
路
、
電
気
、
水
道

一

主

に

対

す

る
皆
様
の
考
え

E
主

主

民

の
皆
さ

ん

に

、

;

親

し

一

言

語

施

設

E
、
調

発

一

ま

れ
ろ
広
報
紙
K
、
ま
た
広
報
活
動
の
資
料
に
す
え
め
別
記
の
世
一
査
し
た
が
、
そ

の
柑
果
、
一

氏
一
論
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
忌
惜
の
な
い

御

覧

、

富

若

者

一

障

害

物
η
除
去
主
若
干
の

一

サ

…

ザ

く

5
?
?お
願

い

し

ま

す

。

豆

地

主

す

る

が

、
泊
地

一

千

主

、

別

府

調

書

官

御

記

入

に
な

っ
た
ら
、
調
査
票
を
切
り
取

っ
一

で
あ
る
の
で
今
月
下
旬
か

一

て、

五
月
二
日
ま
で
班
一

1
1
I
l
l
i-

-
ー

パ

||

|

↑
ら
来
月
k
旬
ま
で

の
問
K

一

言

ん
を

普

通

院

町

一

日

月

に

は

運

航

希

望

一

裂

を

開

始

し

、

哲

一一週

刊
誌
け
丸
山
聞
い
一
大
村
民
間
空
港
ケ
調
査
一
日
辺
町
誌
世
一

ま
す
。

、

ハ
市
民
課
J

P

第
一
一種
空
港
と
し
て
本
年
一
度
K
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
一
行
い
着
工
、
今
秋
十
一
月

部

5
ス
ポ
ー
ツ
欄

6
地
方
版

7
小
説

8
文
蕗
欄

ラ
ジ
オ
佐
世
保
、

ラ
ジ
オ
九
州
、

6
そ
の
他

意番頃
り在向機に
コおでをは
プ i'I~. ぁ飛運
グ走つば航
1路t:Lを
基は。 ?と開
地大い始
を休 止し
中へのー


